適合性判定（参考様式）
設計内容説明書（モデル建物法）
	建築物の名称
	

	建築物の所在地
	

	設計者等氏名
	


	確認

事項
	確認

項目
	設計内容説明欄
	設計内容確認欄

	
	
	項目
	設計内容
	記載図書
	

	建物等

の概要
	建築物に関する事項


	用途
	□非住宅　　　□非住宅複合建築物
□非住宅・住宅複合建築物
　・住宅用途面積(　　　　　　) ㎡
	■出力ｼｰﾄ
□概要書
□面積表

□
	□適

□否

	
	
	地域の区分
	・建設地の地域の区分（　６　）地域
	
	

	
	
	階数
	・地上(　　　)階、地下（　　　）階
	
	

	
	
	床面積
	・判定対象計算部分の床面積（　　　）㎡
	
	

	
	計算条件
	適用モデル建物
	□単一モデル建物の適用

□複数モデル建物の適用（　　　　）用途
	
	

	外皮の

概要
	外壁等の

性能
	計算手法等
	□断熱材種別の選択による入力

□断熱材の性能及び厚さによる入力

□層構成に応じた計算による入力

	■出力ｼｰﾄ
□仕様書
□集計表

□
	□適

□否

	
	窓の

性能
	計算手法等
	□建具、ガラス種別の選択による入力

□建具種別、ガラス性能値による入力
□窓の性能値による入力


	■出力ｼｰﾄ
□仕様書
□集計表
□
	□適

□否

	設備の

概要
	各設備の

仕様等
	対象の有無
	・計算対象空調設備の有無　□有　□無

・計算対象換気設備の有無　□有　□無

・計算対象照明設備の有無　□有　□無

・計算対象給湯設備の有無　□有　□無

・計算対象昇降機の有無　□有　□無
	■出力ｼｰﾄ
□機器表
□集計表
□
	□適
□否

	
	
	太陽光発電
	・太陽光発電の有無　□有　□無

有りの場合　□全量自家消費　□売電有り
年間日射地域地区（　　A4　　）区分
	■出力ｼｰﾄ
□設備図
□
	□適
□否

	結果
	適否等
	一次エネ
	・一次エネ基準への適合

　□適合（BEIm：　　　　）　□不適合
	■出力ｼｰﾄ
	□適
□否


備考　１　「建築物の名称」欄には、建築物が特定できる名称を記入してください。同一敷地内に複数の建築物が存する場合には、記号等を用いて区別してください。未定の場合は、その旨を記載してください。
２　「建築物の所在地」欄には、建築物が特定できる地名地番及び住居表示が実施されている場合は当該住居表示を記入してください。
３　「設計内容説明欄」の「設計内容」欄には、今回計画に該当する内容のチェックボックスに「✓」マークを入れて下さい。また、カッコ書きがあるものには、その概要等を記載してください。
４　「設計内容説明欄」の「記載図書」欄には、今回計画に該当する内容が記載等されている図書等のチェックボックスに「✓」マークを入れて下さい。
５　様式内の欄に書ききれない場合は、別紙を用いることができます。この場合にあっては、別紙に番号等を付し、該当する欄に当該番号等を記載してください。
